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資料―１ 調査団員氏名・所属 

 

（1） 第一次現地調査団団員リスト 

氏  名 担  当 所  属・職  位 

上島篤志 総  括 JICA 中米・カリブ地域支援事務所 次長 

坂部英孝 計画管理 JICA 無償資金協力部業務第一グループ 

立川 孝 業務主任／道路交通計画 セントラルコンサルタント（株）顧問 

中川輝雄 橋梁設計 セントラルコンサルタント（株）海外部副技師長 

下坂雅信 道路設計 日本工営（株）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

橋本 宏 自然条件調査（気象／水文）セントラルコンサルタント（株）顧問 

山岸敏男 通  訳 セントラルコンサルタント（株） 

 

 

（2） 第二次現地調査団団員リスト 

氏  名 担  当 所  属・職  位 

山浦信幸 総  括 JICA 無償資金協力部 次長 

坂部英孝 計画管理 JICA 無償資金協力部業務第一グループ 

立川 孝 業務主任／道路交通計画 セントラルコンサルタント（株）顧問 

中川輝雄 橋梁設計 セントラルコンサルタント（株）海外部副技師長 

下坂雅信 道路設計 日本工営（株）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

根本 勝 環境社会配慮 日本工営（株）（日本技術開発(株)）環境グループ 

武田睦弘 自然条件調査（地形／地質）セントラルコンサルタント（株）橋梁部 

魚地昌一 施工計画／積算 セントラルコンサルタント（株）海外部 

吉川敦子 通  訳 セントラルコンサルタント（株） 

 

 

（3） 基本設計概要説明調査団団員リスト 

氏  名 担  当 所  属・職  位 

川路賢一郎 総  括 JICA 中米・カリブ地域支援事務所 所長 

立川 孝 業務主任／道路交通計画 セントラルコンサルタント（株）顧問 

中川輝雄 橋梁設計 セントラルコンサルタント（株）海外部副技師長 

下坂雅信 道路設計 日本工営（株）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

吉川敦子 通  訳 セントラルコンサルタント（株） 
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資料―２ 調査工程 

 

（1） 第一次現地調査工程表 

日数 月 日 曜日 行 程 及 び 調 査 内 容 滞 在 先 

1 2 14 火 坂部担当、立川、中川ヒューストン着。 ヒューストン 

2  15 水 
上島団長、坂部担当、立川、中川、下坂テグシガルパ着。 
HONDURAS・JICA事務所表敬訪問及び打合せ。 

テグシガルパ 

3  16 木 
HONDURAS日本大使館表敬訪問及び内容説明。 
SOPTRAVIにインセプションレポートの内容説明・協議。 

〃 

4  17 金 SOPTRAVIにインセプションレポートの内容説明・協議。 〃 

5  18 土 ゴアスコラン橋及びアマティージョ地域現地踏査 サンミゲル 

6  19 日 現地踏査、サンサルバドルに移動 サンサルバドル 

7  20 月 

SALVADOR・JICA事務所表敬訪問及び打合せ。 
SALVADOR日本大使館表敬訪問及び内容説明 
MOPTVDU及び外務省表敬訪問 

〃 

8  21 火 

MOPTVDUにインセプションレポートの内容説明・協議。 
MOPTVDUとミニッツ案の協議。 
自然条件団員（橋本）、サンサルバドル着。 

〃 

9  22 水 

MOPTVDUとミニッツに署名。 
SALVADOR日本大使館へミニッツ署名の報告。 
調査団員、テグシガルパに移動。 
自然条件団員（橋本）は、引き続きサンサルバドルで資料収集。

テグシガルパ 
サンサルバドル（橋本） 

10  23 木 
SOPTRAVIとミニッツ案の協議。 
資料収集及び分析。 

〃 

11  24 金 

SOPTRAVIとミニッツに署名。 
HONDURAS日本大使館へミニッツ署名の報告。 
資料収集及び分析。 

〃 

12  25 土 

官団員現地発。 
コンサルタント団員、アマティージョ地域の現場へ移動。 

メキシコ着（上島団長） 

ヒューストン着（坂部担当）

サンミゲル（コンサル団員）

13  26 日 
コンサルタント団員、サイト調査。 
収集資料分析。 

機中（坂部担当） 

サンミゲル（コンサル団員） 

14  27 月 
サイト調査。 
資料収集及び分析。 

帰国（坂部担当） 

サンミゲル（コンサル団員） 

15  28 火 

サイト調査。 
交通量調査。 
資料収集及び分析。 

サンサルバドル 
（コンサル団員） 

16 3 1 水 

サイト調査。 
交通量調査。 
資料収集及び分析。 

〃 

17  2 木 

資料収集及び分析。 
SALVADOR日本大使館へ調査結果の報告。 
コンサルタント団員、テグシカルパに移動。 

テグシガルパ 

18  3 金 
資料収集及び分析。 
報告書作成の準備。 

〃 

19  4 土 
資料収集及び分析。 
報告書作成の準備。 

〃 

20  5 日 

収集資料の分析。 
団内打合せ。 
報告書作成の準備。 

〃 

21  6 月 
HONDURAS日本大使館へ調査結果の報告。 
コンサルタント団員移動。 

ヒューストン 
テグシガルパ（下坂） 

サンサルバドル（山岸） 

22  7 火 移動 
機中 

パナマ着（下坂） 

23  8 水 帰国 帰国 
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（2） 第二次現地調査工程表 

日数 月 日 曜日 行 程 及 び 調 査 内 容 滞 在 先 

1 5 10 水 
東京→ヒューストン 
→サンサルバドル 

サンサルバドル 

2  11 木 
午前：SALVADOR・JICA事務所と打合せ。 

SALVADOR日本大使館表敬訪問及び打合せ。 
午後：MOPTVDU表敬訪問及び打合せ。 

サンサルバドル 
パナマ→サンサルバドル 

（下坂） 
3  12 金 終日：現地調査準備及び団内打合せ。 サンサルバドル 

4  13 土 終日：MOPTVDU及びSOPTRAVIと打ち合わせ。 
東京→ロス（山浦団長） 

サンサルバドル 

5  14 日 

午前：山浦団長、サンサルバドルに到着。 
調査団員、サンサルバドルから現地に移動。 

午後：現地踏査。 
夕方：調査団員、現地からサンサルバドルに移動。 

サンサルバドル 

6  15 月 

MOPTVDU及びSOPTRAVIへ中間報告書内容説明及び協議。 
MOPTVDU及びSOPTRAVIとミニッツ案協議。 
ミニッツ最終案作成。 
自然条件調査団員（武田）、5／31迄終日地質調査。 
積算担当団員（魚地）、5／31迄積算資料収集及び分析。 

サンサルバドル 
サンミゲル（武田） 

7  16 火 
午前：MOPTVDU及びSOPTRAVIとミニッツ署名。 
午後：現地→サンサルバドルに移動。 

〃 

8  17 水 
午前：エルサルバドル日本大使館及びJICAへミニッツ署名の報告。 
午後：PPP表敬訪問及び報告。 
夕方：官団員、現地発。 

ロサンジェラス着（官団員）

サンサルバドル 
サンミゲル（武田） 

9  18 木 
サイト調査。 
資料収集及び分析。 
環境社会配慮担当（根本）、環境調査及び資料収集。 

機中（官団員） 
サンサルバドル 

サンミゲル（武田） 

10  19 金 
サイト調査。 
資料収集及び分析。 

帰国（官団員） 
サンサルバドル 

サンミゲル（武田） 

11  20 土 収集資料分析、団内打合せ。 
サンサルバドル 

サンミゲル（武田）〃 

12  21 日 テグシガルパに移動。 
テグシガルパ 

サンミゲル（武田） 

13  22 月 
午前：ホンジュラス日本大使館及びJICAへ調査結果の報告。 
午後：SOPTRAVI表敬訪問及び打合せ。 

〃 

14  23 火 サイト調査、資料収集及び分析。 〃 
15  24 水 サイト調査、資料収集及び分析。 〃 
16  25 木 サイト調査、資料収集及び分析。 〃 
17  26 金 サイト調査、資料収集及び分析。 〃 
18  27 土 サイト調査、資料収集及び分析。 〃 
19  28 日 団内打合せ、報告書作成。 〃 
20  29 月 団内打合せ、報告書作成。 〃 

21  30 火 
午前：SOPTRAVIへ調査結果の報告。 

ホンジュラス日本大使館及びJICAへ調査結果の報告。 
午後：サンサルバドルに移動。 

サンサルバドル 
サンミゲル（武田） 

22  31 水 
午前：MOPTVDUへ調査結果の報告。 
午後：エルサルバドル日本大使館及びJICAへ調査結果の報告。 

PPPへ調査結果の報告。 
サンサルバドル 

23 6 1 木 コンサルタント団員現地発。 ヒューストン着 
24  2 金 移動 機中 
25  3 土 帰国 帰国 
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（3） 基本設計概要説明調査工程表 

日数 月 日 曜日 行 程 及 び 調 査 内 容 滞 在 先 

1 9 16 土 東京→マイアミ 
マイアミ着 

（立川、中川、吉川） 

2  17 日 
午後：テグシガルパ着。 
夕方：団内打合せ。 

メキシコ→テグシ着（川路団長）

マイアミ→テグシ着 

（立川、中川、吉川） 

パナマ→テグシ着（下坂） 

3  18 月 

午前：ホンジュラスJICA事務所表敬訪問及び打合せ。 
ホンジュラス日本大使館表敬訪問及び打合せ。 

午後：SOPTRAVI 及び MOP へ基本設計概要書の説明。 

SOPTRAVI 及び MOP と協議。 

テグシカルパ 

4  19 火 
午前：SOPTRAVI 及び MOP と協議。 

午後：ミニッツ（案）協議。 
テグシカルパ 

5  20 水 

午前：SOPTRAVI 及び MOP とミニッツ署名。 

午後：ホンジュラス日本大使館及び JICA 事務所へミニッツ

署名の報告。 

テグシカルパ 

6  21 木 

午前：調査団員、テグシガルパから現地に移動。 

現地調査。 

午後：現地からサンサルバドルに移動。 

サンサルバドル 

7  22 金 午前：エルサルバドル日本大使館へミニッツ署名の報告。 
午後：JICA事務所へミニッツ署名の報告。 サンサルバドル 

8  23 土 サンサルバドルから帰路。 

メキシコ着（川路団長） 

ダラス着 

（立川、中川、吉川） 

レポート作成（下坂） 

9  24 日 移動 
機中（立川、中川、吉川） 

パナマ着（下坂） 

10  25 月 帰国 
帰国（立川、中川、吉川） 
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資料―３ 関係者（面会者）リスト 

 

（１）エルサルバドル国関係者リスト 

氏   名 職    位・所    属 
（a）公共事業運輸住宅都市開発省 (MOPTVDU) 
Ing. Carlos Guerrero Vice Ministro 副大臣 
Ing. Carlos Arturo Ruiz Ayala Director de Planificación Vial 道路計画局長 
Ing. Jose Ángel Meléndez Gerente de Estudio y Diseño Vial 調査・設計課長 
Arq. Gracia María Rivera de Calderón Gerente de Planeamiento 計画課長 
Ing. Edgar Rodriguez Gerente de Derecho de Vía 道路敷地課長 
Ing. Benjamín Yanes Gerente de Gestión Ambiental 環境管理課長 
Ing. Iván de Jesus Osorio Gasca Técnico Ambiental 環境技官 
Ing. Karen Palomo Técnico de Estudio y Diseño Vial 調査・設計技官 
Ing. Luís Sandoval Técnico de Planeamiento 計画技官 
Lic.Carlos Ernesto Torres Gerente Legal Institucional 法務課長 
（b）プエブラ・パナマプラン（PPP）計画事務局 
Lic. María Teresa de Rendon Directora Ejecutiva 事務局長 
Lic. Maiko SUGIMURA  JICA 専門家 
（c）在エルサルバドル日本大使館 
細野 昭雄 特命全権大使 
清水 一良 一等書記官 
（d）JICA エルサルバドル事務所 
高橋 政行 所長 
細川 幸成 所員 
 

（２）ホンジュラス国関係者リスト 
氏   名 職    位・所    属 

（a）公共事業運輸住宅省（SOPTRAVI） 
Ing. Héctor Galeas Vice Ministro  副大臣 
Ing. Melvin Omar Martínez Director General de Carreteras 道路局長 
Ing. Rosa María Vázquez Jefe de la Unidad de Apoyo Técnico y Seguridad Vial 技術支援・道路安全室長（前任者）

Ing. Oscar Armando Arriaga Jefe de la Unidad de Apoyo Técnico y Seguridad Vial 技術支援・道路安全室長（後任者）

Ing. Miguel Angel Matute Jefe de Dpto. de Estructuras 構造課長 
Ing. José Aguinaldo Martínez Jefe de Unidad de Gestión Ambiental(UGA) 環境管理室長（前任者） 
Ing. Pedro A Caballero Jefe de Unidad de Gestión Ambiental(UGA) 環境管理室長（後任者） 
Ing.Jonathan Alexis Urbina Asistente del Director  de Caminos 道路局長補佐 
Lic. Wilfredo Andino Banegas Dpto. De Derecho de vías 道路敷地課担当者 
Ing. Irma Rosario Valladares Unidad Apoyo Técnico y Seguridad Vial 道路安全室担当者 
Ing. Noel Menjivar Dirección Ejecutiva de Ingresos 大蔵省 
Arq. José Suazo Dirección Ejecutiva de Ingresos 大蔵省 
Ing. Miguel Tosta Relaciones Exteriores 外務省 
Sr. Alfonso Torres Dirección de Migración y Extranjería 入国管理局 
（b）在ホンジュラス日本大使館 
肥塚 隆 特命全権大使 
植松 聡 一等書記官 
（c）JICA ホンジュラス事務所 
鈴木 達男 所長 
富安 誠司 次長 
小田 亜紀子 次長 
三浦 淳一 所員 
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資料―４ 討議議事録（Ｍ／Ｄ） 

（1） 第一次現地調査 

1） エルサルバドル国側 

a) 西文版オリジナル 
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b) 和訳版 

エルサルバドル国／ホンジュラス国 

エル･アマティージョ橋建設計画基本設計調査（第一次） 

協議議事録 

 

 

2005 年 10 月に実施された予備調査の結果をうけ、日本国政府は「エル･アマティージョ橋建設計

画」（以下「計画」という）に関する基本設計調査の実施を決定し、その実施を国際協力機構（以下

「JICA」という）に委託した。 

JICA は、中米・カリブ地域支援事務所次長・上島篤志を団長とする基本設計調査（以下「調査」

という）調査団（第一次）（以下「調査団」という）を 2006 年 2 月 15 日から 3月 6日までエルサル

バドル、ホンジュラス両国で調査を実施する予定である。 

調査団はエルサルバドル国関係者と協議を実施した。そして、調査地域で関連する現地調査を実

施した。 

協議と現地調査の結果、双方は付属書に記述された主要事項について確認した。調査団は調査を

継続し、基本設計中間報告書を準備する。 

 

  2006 年 2 月 22 日 サン・サルバドルにて 

 

 

                               

 上島 篤志                 ダヴィド・グティエレス・ミランダ 

 総括                公共事業・運輸・住宅・都市開発省 

 基本設計調査団    (MOPTVDU) 大臣 

 JICA      エルサルバドル共和国    
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付 属 書 

 

１．目的 

 本計画は、エル・アマティージョ橋を建設することにより、エルサルバドル・ホンジ

ュラス両国国境の交通を改善し、国境周辺地域および中米諸国の発展に寄与することを

目的とする。 
 

２．調査対象地域 

 本調査の調査対象地域は別添１に示すとおり。 

 

３．主管官庁および実施機関 

本計画のエルサルバドル国側の主管官庁・実施機関は、公共事業・運輸・住宅・都市開発省（MOPTVDU）

である。MOPTVDU の組織図を別添２に示す。 

 エルサルバドル国は本計画の実施に当たり、各種協議を実施するため、2006 年 2 月、調整委員会

のメンバーを任命した。メンバーは別添３に示すとおり。 

 

エルサルバドル国政府は、本計画の実施に必要な以下の諸点について、ホンジュラス国政府と協議

を行うことについて約束した。 

 

  ・コンサルタント契約（詳細設計および施工管理契約） 

  ・業者入札（入札評価および入札評価結果の承認を含む） 

  ・業者契約 

  ・銀行取り決め・銀行口座開設 

  ・支払い授権書の発行 

  ・完工証明書の発行   

  ・両国間で橋梁を共同で使用、運営・維持管理に必要な具体的形態・費用負担 

  ・本計画実施関係者の出入国にかかる便宜供与 

  ・必要な国境施設の建設、他必要な諸点   

 

４．要請内容 

 本調査団との協議の結果、最終的にエルサルバドル国政府は、下記の項目を要請した。 

 

 エル・アマティージョ橋および取付道路の建設 

 ・車線数：２車線（片側１車線） 

 ・橋梁部幅員：車道部 片側 3.65m 及び路側帯 1.5m、歩道部 片側 1.5m 

 ・橋長・橋面高さ：地形測量・水文調査により決定する。 

 ・橋梁位置：暫定的な路線計画は別添１のとおり 

・国境地帯における出入国管理、税関等の施設建設については、エルサルバドル・ホンジュラス両

国政府の責任事項とする。 

 

 JICA は要請の妥当性を検証し、日本国政府に対して報告する。 

 

５．無償資金協力スキーム 

 エルサルバドル国は、予備調査団より説明を受け、昨年 10 月 21 日付で署名された協議議事録の別

添３、４に記載されたとおり、日本の無償資金協力スキームの内容、および必要となるエルサルバド

ル国による負担事項を理解した。 
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６．調査予定 

（１）調査団のコンサルタント団員は、引き続き 2006 年 3 月 6 日までエルサルバドル・ホンジュラ

ス両国において現地調査を継続する。 

（２）JICA は基本設計中間報告書を西語で作成し、その説明調査団を 5 月下旬にエルサルバドル・

ホンジュラス両国に派遣する。 

（３）JICA は基本設計概要書を西語で作成し、その説明調査団を 9 月下旬にエルサルバドル・ホン

ジュラス両国に派遣する。 

（４）基本設計概要書の内容がエルサルバドル・ホンジュラス両国政府により原則了承されれば、JICA

は最終報告書を作成し、2006 年 12 月下旬までにエルサルバドル・ホンジュラス両国に送付す

る。 

 

７．その他協議事項 

（１）エルサルバドル国側は、本計画にかかる EIA 承認が 2005 年 12 月 23 日付で発行されたことを

調査団に説明した。一方、調査を通じて最終決定される架橋地点、取付道路線形によっては、

EIA 承認の修正手続き、もしくは再申請をエルサルバドル側が実施する必要性が生ずる。 

そのため、エルサルバドル側は、必要であれば、最終計画に基づき、EIA 承認の修正、もし

くは再申請手続きを実施することについて、両者で確認した。 

（２）エルサルバドル側は、取付道路の設計により、学校、教会、公共施設等、対象地域内の既存施

設移設が必要とならないよう、要望した。 
（３）エルサルバドル国側は、調査団が現地調査時にエルサルバドル国からの出国および再入国する

際に必要な通行許可などの便宜供与を図ることを合意した。 

（４）エルサルバドル国側は、調査団の現地調査期間中、必要となる安全管理と対策を実施すること

に合意した。 

（５）エルサルバドル側、調査団双方は、双方およびホンジュラス国政府が、第二次現地調査におけ

る中間報告書の説明、ならびに基本設計概要説明調査における報告書内容説明に際し、３者

間で合意した適切な場所に参集し、会議を開催することに合意した。 

 

 

別添： １．調査対象地域地図 

    ２．組織図（実施機関） 

    ３．調整委員会メンバー 
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別添 ３ 

 

調整委員会メンバー 

 

１．省庁間 

（１）アナベジャ・ラルデ・デ・パロモ 大統領府技術次官 

（２）コニー・エルナンデス 外務省アジア・アフリカ・オセアニア協力課長 

（３）ホルヘ・サンティバニェス 内務省入国管理総局長 

（４）ラファエル・アルバレス 内務省入国管理総局副総局長 

（５）フリア・マリア・ソモサ・デ・バティスタ 外務省条約局渉外・条約課長 

（６）カルロス・ダエン 外務省フォローアップ室 

（７）カルロス・アルトゥーロ・ルイス 公共事業省道路計画局長 

 

２．MOPTPDVU 

（１）カルロス・アルトゥーロ・ルイス 道路計画局長 

（２）オスカル・アルフレッド・ディアス 道路投資局長 

（３）ダニエル・エルナンデス 道路調査・開発局長 
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2） ホンジュラス国側 

a) 西文版オリジナル 
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（委員会メンバー追加分） 

 

 ミニッツにおいて、「ホ」国側は外務省、入国管理局及び税関からのメンバーが選定されていなか

ったが、3 月 15 日付で下記の３人のメンバーが選定されたとの通知を SOPTRAVI より受けた。 
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b) 和訳版 

エルサルバドル国／ホンジュラス国 

エル･アマティージョ橋建設計画基本設計調査（第一次） 

協議議事録 

 

 

2005 年 10 月に実施された予備調査の結果をうけ、日本国政府は「エル･アマティージョ橋建設計

画」（以下「計画」という）に関する基本設計調査の実施を決定し、その実施を国際協力機構（以下

「JICA」という）に委託した。 

JICA は、中米・カリブ地域支援事務所次長・上島篤志を団長とする基本設計調査（以下「調査」

という）調査団（第一次）（以下「調査団」という）を 2006 年 2 月 15 日から 3月 6日までエルサル

バドル、ホンジュラス両国で調査を実施する予定である。 

調査団はホンジュラス国関係者と協議を実施した。そして、調査地域で関連する現地調査を実施

した。 

協議と現地調査の結果、双方は付属書に記述された主要事項について確認した。調査団は調査を

継続し、基本設計中間報告書を準備する。 

 

  2006 年 2 月 24 日 テグシガルパにて 

 

 

 

                                       

上島 篤志                 ホセ・ロサリオ・バナンノ 

総括                    公共事業・運輸・住宅省(SOPTRAVI) 大臣  

基本設計調査団               ホンジュラス国                       

JICA 

   

                                     

                                   

                      カレン セラヤ  

                                            国際協力省(SETCO)大臣 

                             ホンジュラス国 
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付 属 書 

 

１．目的 

 本計画は、エル・アマティージョ橋を建設することにより、エルサルバドル・ホンジ

ュラス両国国境の交通を改善し、国境周辺地域および中米諸国の発展に寄与することを

目的とする。 
 

２．調査対象地域 

 本調査の調査対象地域は別添１に示すとおり。 

 

３．主管官庁および実施機関 

本計画のホンジュラス国側の主管官庁・実施機関は、公共事業・運輸・住宅省（SOPTRAVI）である。

SOPTRAVI の組織図を別添２に示す。 

 ホンジュラス国は本計画の実施に当たり、各種協議を実施するため、2006 年 2 月、調整委員会の

メンバーを任命した。メンバーは別添３に示すとおり。 

 

ホンジュラス国政府は、本計画の実施に必要な以下の諸点について、エルサルバドル国政府と協議

を行うことについて約束した。 

 

  ・コンサルタント契約（詳細設計および施工管理契約） 

  ・業者入札（入札評価および入札評価結果の承認を含む） 

  ・業者契約 

  ・銀行取り決め・銀行口座開設 

  ・支払い授権書の発行 

  ・完工証明書の発行   

  ・両国間で橋梁を共同で使用、運営・維持管理に必要な具体的形態・費用負担 

  ・本計画実施関係者の出入国にかかる便宜供与 

  ・必要な国境施設の建設、他必要な諸点   

 

４．要請内容 

 本調査団との協議の結果、最終的にホンジュラス国政府は、下記の項目を要請した。 

 

 エル・アマティージョ橋および取付道路の建設 

 ・車線数：２車線（片側１車線） 

 ・橋梁部幅員：車道部 片側 3.65m 及び路側帯 1.5m、歩道部 片側 1.5m 

 ・橋長・橋面高さ：地形測量・水文調査により決定する。 

 ・橋梁位置：暫定的な路線計画は別添１のとおり 

・国境地帯における出入国管理、税関等の施設建設については、エルサルバドル・ホンジュラス両

国政府の責任事項とする。 

 

 JICA は要請の妥当性を検証し、日本国政府に対して報告する。 

 

５．日本の無償資金協力スキーム 

 ホンジュラス国は、予備調査団より説明を受け、昨年 10 月 19 日付で署名された協議議事録の別添

３、４に記載されたとおり、日本の無償資金協力スキームの内容、および必要となるホンジュラス国

による負担事項を理解した。 

 

６．調査予定 

（１）調査団のコンサルタント団員は、引き続き 2006 年 3 月 6 日までエルサルバドル・ホンジュラ

ス両国において現地調査を継続する。 

（２）JICA は基本設計中間報告書を西語で作成し、その説明調査団を 5 月下旬にエルサルバドル・

ホンジュラス両国に派遣する。 

（３）JICA は基本設計概要書を西語で作成し、その説明調査団を 9 月下旬にエルサルバドル・ホン

ジュラス両国に派遣する。 
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（４）基本設計概要書の内容がエルサルバドル・ホンジュラス両国政府により原則了承されれば、JICA

は最終報告書を作成し、2006 年 12 月下旬までにエルサルバドル・ホンジュラス両国に送付する。 

 

７．その他協議事項 

（１）ホンジュラス国側は、本計画にかかる環境許可が 2006 年 1 月 12 日付で承認されたことを調査

団に説明した。調査団は同結果(EIA)の内容についてホンジュラス国側と協議し、内容が妥当

であることを確認した。 

（２）ホンジュラス国側は、調査団が現地調査時にホンジュラス国からの出国および再入国する際に

必要な通行許可などの便宜供与を図ることを合意した。 

（３）ホンジュラス国側は、調査団の現地調査期間中、必要となる安全管理と対策を実施することに

合意した。 

（４）ホンジュラス側、調査団双方は、双方およびエルサルバドル国政府が、第二次現地調査におけ

る中間報告書の説明、ならびに基本設計概要説明調査における報告書内容説明に際し、３者

間で合意した適切な場所に参集し、会議を開催することに合意した。 

 

 

別添： １．調査対象地域地図 

    ２．組織図（実施機関） 

    ３．調整委員会メンバー 
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（2） 第二次現地調査 
a) 西文版オリジナル 
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和訳版 

エルサルバドル国／ホンジュラス国 

エル･アマティージョ橋建設計画基本設計調査（第二次） 

協議議事録 

 

 

2006 年 2 月、国際協力機構（以下「JICA」という）は「エル･アマティージョ橋建設計画」（以下

「計画」という）に関する基本設計調査団（第一次）をエルサルバドル、ホンジュラス両国に派遣し、

両国側との協議、現地調査、および日本国内での解析を実施し、その結果に基づき中間報告書を作成

した。 

中間報告書の内容説明および関係諸機関への説明のため、JICA は無償資金協力部次長・山浦信幸

を団長とする第二次現地調査団（以下「調査団」という）を 2006 年 5 月 10 日から 6月 2日までエル

サルバドル、ホンジュラス両国に派遣し、調査を実施する予定である。 

協議および現地調査の結果、双方は付属書に記述された主要事項について確認した。調査団は調

査を継続し、基本設計概要書を作成する。 

 

 

  2006 年 5 月 16 日 サンサルバドルにて 

 

 

 

 

                                  

 山浦 信幸                カルロス・ゲレロ 

 総括                   公共事業・運輸・住宅･都市開発省(MOPTVDU) 

基本設計調査団              副大臣 

 JICA                   エルサルバドル共和国 

 

 

                                        

                 エルネスト・ガレス 

                  公共事業・運輸・住宅省(SOPTRAVI)副大臣  

               ホンジュラス国                       

   

 

                                    （署名立会） 

                                   

                      カレン・セラヤ            

                                            国際協力省(SETCO)大臣 

                             ホンジュラス国 
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付 属 書 

 

１．中間報告書の内容 

 エルサルバドル・ホンジュラス両国側は、調査団から説明された中間報告書の内容（橋の取付け

位置並びにアクセス道路線形）について合意し、受け入れるものとした。 

 

２．二国間委員会の進捗状況 

エルサルバドル・ホンジュラス両国側は、調査団に対し、以下の項目の実施手順を明確にする本計

画実施に必要な両国間の合意文書について、両国にて協議・調整・決定する旨説明した。その別添の

工程に関しては、両国で合意し、調査団に対し本年 5 月 30 日までに報告することとした。エルサル

バドル国側、ホンジュラス国側および調査団は、エルサルバドル・ホンジュラス両国がその合意の結

果を本年７月末までに各国 JICA 事務所に報告することを確認した。 

 

（ア）コンサルタント契約（詳細設計および施工管理契約） 

（イ）業者入札（入札評価および入札評価結果の承認を含む） 

（ウ）業者契約 

（エ）銀行取り決め・銀行口座開設 

（オ）支払い授権書の発行 

（カ）完工証明書の発行 

（キ）両国間で橋梁を共同で使用、運営・維持管理に必要な具体的形態・費用負担 

（ク）本計画実施関係者の出入国にかかる便宜供与 

（ケ）必要な国境施設の建設 

 

３．調査予定 

（１）調査団のコンサルタント団員は、引き続き 2006 年 6 月 2 日までエルサルバドル・ホンジュラ

ス両国における現地調査を継続する。 

（２）調査団は基本設計概要書を西語で作成し、その説明調査団を 9月頃にエルサルバドル・ホンジ

ュラス両国に派遣する。 

（３）基本設計概要書の内容がエルサルバドル・ホンジュラス両国政府により原則了承されれば、JICA

は最終報告書を作成し、2006年12月末までにエルサルバドル・ホンジュラス両国に送付する。 

 

４．その他協議事項 

（１）エルサルバドル国、ホンジュラス国、調査団は、中間結果報告書の内容に関連し、以下の項目

を確認した。 

１）用地確保 

エルサルバドル・ホンジュラス両国側は、本計画実施に必要な用地確保（地域住民への説

明、ならびに各国の法律に従って収用あるいは移転による保証を含む）を実施する。具体的

な工程は以下の通り。 

①本計画実施に必要な用地の所有者一覧表を作成し、2006 年５月末までに本調査団に提出す

る。 

②上記①の用地所有者より、本計画が実施される場合、該当する用地を提供する旨の合意書を

取り付け、2006 年９月、本計画基本設計概要説明調査団に提出する。 

③本計画開始までに、該当する用地の確保（対象住民への支払いを含む）を実施する。 

 

２）環境関連手続き 

①エルサルバドル国側 

 エルサルバドル国側は、中間報告書の内容に基づき、本計画の EIA 承認に必要な修正および

追加手続きを実施し、環境天然資源省からの承認書（写）を本年７月末までに JICA エルサル

バドル事務所に提出する。 

 

②ホンジュラス国側 

 ホンジュラス国側は、中間報告書の内容に基づき、本計画の実施承認に必要で追加の手続き

を実施し、天然資源環境省からの承認書（写）を本年７月末までに JICA ホンジュラス事務所

に提出する。 
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（２）エルサルバドル・ホンジュラス両国側は、2005 年 10 月に署名された本計画予備調査にかかる

討議議事録の別添３「日本の無償資金協力」に記載されたとおり、本計画が実施される場合、

両国の法律に基づき、免税措置を含む両国の負担事項を確実に実施することを確認した。 

（３）エルサルバドル・ホンジュラス国側は、調査団が本現地調査時に両国の出入国に必要な便宜を

図ることに合意した。 

（４）エルサルバドル・ホンジュラス国側は、調査団の本現地調査期間中、必要となる安全管理と対

策を実施することに合意した。 

（５）エルサルバドル、ホンジュラス、調査団は、基本設計概要説明調査における概要書内容説明に

際し、３者間で合意した適切な場所に参集し、会議を開催することに合意した。 
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b) 二国間委員会メンバー 

ⅰ）エルサルバドル国 

「エ」国のメンバーは、第一次調査のときに選出されたメンバーと同じである。 

 

調整委員会メンバー 

 

１．省庁間 

（１）アナベジャ・ラルデ・デ・パロモ 大統領府技術次官 

（２）コニー・エルナンデス 外務省アジア・アフリカ・オセアニア協力課長 

（３）ホルヘ・サンティバニェス 内務省入国管理総局長 

（４）ラファエル・アルバレス 内務省入国管理総局副総局長 

（５）フリア・マリア・ソモサ・デ・バティスタ 外務省条約局渉外・条約課長 

（６）カルロス・ダエン 外務省フォローアップ室 

（７）カルロス・アルトゥーロ・ルイス 公共事業省道路計画局長 

 

２．MOPTPDVU 

（１）カルロス・アルトゥーロ・ルイス 道路計画局長 

（２）オスカル・アルフレッド・ディアス 道路投資局長 

（３）ダニエル・エルナンデス 道路調査・開発局長 
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ⅱ）ホンジュラス国側 

「ホ」国では、下記メンバー表中のカッコ内の 2 人が交代になった。 
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（3）基本設計概要説明調査 
a) 西文版オリジナル 
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b) 和訳版 
エルサルバドル国／ホンジュラス国 

エル･アマティージョ橋（日本・中米友好橋）建設計画基本設計調査 

（第三次：基本設計概要書説明） 

協議議事録 

 

 

2006 年 2 月および同年 5月、国際協力機構（以下「JICA」という）は「エル･アマティージョ橋建

設計画（日本・中米友好橋））」（以下「計画」という）に関する基本設計調査団をエルサルバドル、

ホンジュラス両国に派遣し、両国側との協議、現地調査、および日本国内での解析を実施し、その結

果に基づき基本設計概要書を作成した。 

基本設計概要書の内容説明および関係諸機関への説明のため、JICA は中米カリブ・地域支援事務

所長・川路賢一郎を団長とする基本設計概要説明調査団（以下「調査団」という）を 2006 年 9 月 17

日から 9月 23 日までエルサルバドル、ホンジュラス両国に派遣し、調査を実施する予定である。 

概要書の説明および関連する議題についての協議の結果、エルサルバドル、ホンジュラス両国は

付属書に記述された主要事項について確認した。調査団は調査を継続し、基本設計調査報告書を作成

する。 

 

 

  2006 年 9 月 20 日 テグシガルパ にて 

 

 

                                  

 川路 賢一郎               カルロス・A.ルイス 

 総括                エルサルバドル国代表 

基本設計調査団              （MOTPDVU）道路計画局長 

    エルサルバドル共和国 

 JICA          

 

                                        

                 メルビン・マルティネス 

                 ホンジュラス国代表 

                  公共事業・運輸・住宅省(SOPTRAVI)道路局長  

               ホンジュラス国                       

   

                                    （署名立会） 

                                   

                      グアダルペ・フン・パチェコ            

                                            国際協力省(SETCO)副大臣 

                             ホンジュラス国 
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付 属 書 

 

 

１．基本設計概要書の内容 

 エルサルバドル・ホンジュラス両国は、調査団から説明された基本設計概要書の内容について、

基本的に合意し、受け入れるものとした。 

 

２．二国間協定書締結にかかる進捗状況 

 エルサルバドル・ホンジュラス両国は、本計画の実施に必要な両国間の取決め事項にかかる協定書

の内容について、最終的に合意した旨説明した。 

最終合意案に基づき、エルサルバドル・ホンジュラス両国は、遅くとも 2006 年 10 月 15 日までに協

定書への署名を行い、それぞれの国の日本国大使館に報告する。 

 

３．無償資金協力スキーム 

 エルサルバドル・ホンジュラス両国は、予備調査団より説明を受け、2005 年 10 月 19 日および 21

日付で署名された協議議事録の別添３「無償資金協力のしくみ」、及び別添４「両国政府がとるべき

基本的な負担事項」に記載されたとおり、日本の無償資金協力スキームの内容、および必要となる両

被援助国政府側による基本的な負担事項を再度確認した。 

 

４．調査予定 

本調査の協議結果を踏まえ、JICA は基本設計調査報告書を作成し、2006 年 12 月末までにエルサル

バドル・ホンジュラス両国に送付する。 

 

５．その他協議事項 

5-1.エルサルバドル・ホンジュラス両国は、本計画実施のために必要な以下の事項について、両国間

で協議・調整の上、確実に実施することを確認した。 

（１）国境施設建設 

① 規模と位置を実施設計のＥ／Ｎまでに決定する（2006 年 10 月末迄） 
② 新橋開通までに適切な位置に建設する（2009 年５月末迄） 

（２）廃棄物処理並びに土採り場の開発についての許可取得に関する環境手続きについての業者

への支援 

（３）コンサルタントおよび建築業者の「エ」国「ホ」国間の円滑な出入国に必要な措置（ID 及

び工事車両へのステッカー発給等を含む）（2007 年 7 月末迄） 

（４）認証された契約に対して生産物あるいはサービスの供給に関して、「エ」国及び｢ホ｣国内で

課せられる関税、国内税金、あるいはその他の税金についての、本計画に関与する日本法人

または日本人に対する免除。 

（５）交通規制のための警察官等の配置（2007 年 8 月～2009 年 5 月末迄） 
（６）対象橋梁・取付道路における供用後の維持管理（予算確保を含む） 

（７）橋梁建設に関する施工開始までに、本計画実施に必要な用地確保ならびに住民移転、既存

家屋・公共施設撤去の完了する（2007 年 7 月末迄） 
（８）計画実施以前の環境関連手続き（必要に応じ）（2007 年 7 月末迄） 
（９）工事の支障となる既存ユーティリティ（電柱・配電線等）の移設（2007 年 7 月末迄） 
（１０）工事期間中の工事箇所周辺および仮設施設の安全確保 

（１１）工事サイト、宿舎、事務所、倉庫などの用地までのユーティリティ（電気、電話、水道

等）の引き込み（2007 年 7 月末迄） 
（１２）宿舎、事務所、倉庫などの用地整地（2007 年 7 月末迄） 
 

5-2．エルサルバドル・ホンジュラス両国は、両国で協議した結果、本計画対象新橋梁の名

称を「日本・中米友好橋」とすることで合意した旨、調査団に対し説明した。 
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